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当社グループでは、住宅資材事業の製品の生産において、

適切に管理された持続可能な森林資源を活用するとともに、国産材の積極的な活用を進めています。

また、木質ボード事業では、建築解体材や木質廃棄物、間伐材などを主原料としてパーティクルボードに再生しています。

このような活動を通じて、「持続可能な社会の形成や地域社会の発展に貢献する企業」として、

社会的な課題やニーズに対して取り組んでまいります。

フローリング・室内階段 室内ドア・収納・造作材ほか システムキッチン・洗面化粧台（キャビネット）

本報告書は、永大産業の環境、社会、企業統治
に関する活動を、広く知っていただくために発
行しています。
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発行の目的

永大産業株式会社
一部グループ会社の報告を含みます。

報告対象範囲

2023年度（2023年4月～2024年3月）の活
動を掲載しています。

対象期間

編集にあたっては、企業としての社会的責任
を明確にし、環境及び社会性報告、さらに企業
統治の取り組みを詳しく説明することを重視
しました。

編集方針
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人は遥か昔から「木」と暮らしをともにし、自然と調和してきました。

しかし物質的な豊かさを求めすぎるあまり環境破壊を引き起こし、

真の豊かさとは何かを見失ってしまいました。

私たちは住まいづくりの中で「木」を活かし、よりよい暮らしを実現することこそ、

本当の豊かさであると確信しています。

それは、この地球で「共に生きる」という思想のもとに、

持続可能な社会が確立して初めて可能になると考えています。

木を活かし、よりよい暮らしを 再生可能な資源である「木」を有効に活用し、
循環型社会の構築に貢献します

永大産業は、地球・社会・人との共生を通じて豊かで持続可能な
社会の実現に貢献する企業であり続けることを目指しています

永大産業は、「持続可能な森林の木を使う」「木を無駄なく使う」
「木を循環させて使う」の3つの循環の輪に沿った事業を展開
するとともに、地球環境に配慮した製品を開発することにより、
豊かで持続可能な社会の実現に貢献します。

地球
との共生

永大産業は、事業を継続して発展させるために人材の育成を図
るとともに、多様な人材が活躍できる企業風土を構築します。ま
た、安全、安心な製品を提供することにより、すべての人々の住
生活がより豊かで快適なものになることに貢献します。

人
との共生

永大産業は、すべての世代の安全と使い勝手に配慮した製品
を提供することにより、豊かな住環境を創造します。また、国際
社会の一員として国や地域の多様性を尊重し、雇用の確保や
製品の提供等を通じて地域社会の発展に貢献します。

社会
との共生

地球
との共生

木
社会
との共生

人
との共生

住宅資材事業

企業ビジョン

化粧用台板など 構造用、フロア台板ほか

木質ボード事業
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